 
2012～2013　　SHIMONOSEKI－NORTH　ROTARY　CLUB
　　　１１月１３日（火）第１９３６回例会　　

田中作治　　RI会長テーマ　　 　 奉仕を通じて平和を
大之木精二　第2710地区ガバナー　　もっとロータリーを!心と行動に
森脇　稔　　会長方針　　　　　　 ロータリーの心で笑顔の輪を広げよう　

　　　　　ﾛｰﾀﾘ-ｿﾝｸﾞ　　　出席報告　　　　委員会報告
　　　 　　　来訪者紹介　　 SAA報告　　　　幹事報告

	プログラム
　　会員健康診断　１１：００～
　　会員卓話
　　　地区大会参加報告
　　　会員合同研修セミナー参加報告
次回予定　１１月２０日(火)１８：３０～
　　

　　４０周年実行委員会

　　
	 他ｸﾗﾌﾞ
下関西（水）　１１月１４日
　　外部卓話　下関市長　中尾　友昭　氏
　　「下関の今後について」
下関東（木）　１１月１５日
　　会員卓話　藤井　克将君
　　「金融のお話」
下関中央（金）　１１月１６日
　　創立１６周年記念例会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下　関（月）　　１１月１９日
　　外部卓話　関門医療センター
　　　　　　　産婦人科医長　林　公一　氏
　　「エイズと性教育～12/1は世界エイズデー」

	

	
	
	


　
（幹事・委員会報告）

· 地区事務局より
1 「2012-13年度　地区補助金個別プロジェクト報告書について」を受領しました。
2 「奉仕室ニュースレター　第２回」を受領しました。

· 幹事報告

1 職場訪問例会並びに親睦旅行は無事終了しました。多数のご参加有難うございました。
2 防府RCより「合同会員研修セミナーについてのお願い」を受領しました。
3 11月15日(木)に「ワイン会」が開かれます。20名が参加します。

　　　　　　　　時間　18：30～　　　場所　下関東急イン　　会費　8,000円

4 下関市立美術館より「ポール・デルヴォール展のご案内」を受領しました。

　　　　　　　　日程　11月17日(土)～平成25年1月14日(月・祝)　　　観覧料　1,100円
5 下関ユネスコ協会より「第60回山口県ユネスコ大会の開催について(ご案内）」を受領しました。
　　　　　　　　日時　１２月２日(日)13：00～　　　　　場所　下関市民会館中ホール
　　　　　⑥　１２月４日(火)に年次総会を開催いたしますので、ご出席をお願いいたします。

（例会変更）～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
　　１１月２１日(水)　下関西RC　　11/18秋季家族旅行へ

２２日(木)　下関東RC　　夜間例会へ
　　　　　２６日(月)　下関RC　　　先輩会員新入会員交流会へ　　18：30～　　　


事務局〒750-0065下関市伊崎町1-1-9　3F-DｻﾝﾋﾙｽﾞﾋﾞﾙTEL223-8220　FAX231-0551　設立記念日1973年２月25日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｅメール　　　kitarc@abelia.ocn.ne.jp

　例会日　毎週火曜日　12:30（毎月第3火曜日は定例夜間例会18:30）　例会場ｼｰﾓｰﾙﾊﾟﾚｽ　TEL231-7000
	　（おめでとう）会員一同心からお祝い致します
 　　　　誕生日

　　　　　　

１１月１８日　三浦さなえ様
　　　　　　　

　　　　結婚記念日
　　　　　　　　　　　　　なし
　　　　　　　

事業所設立記念

　Ｓ５年11月17日　眞﨑君　西京銀行㈱
　


　　　今月の入会記念日

　　　　Ｈ16年11月2日　斉藤　昌昭君
	（10月30日のSMILE-BOX）
· 誕生日　　　　　嶋村紀子様　木内浩子様

　　　　　石井君　嶋村君　三浦君　岸本君

· 結婚記念日　　　田渕君　梅﨑君　中島君

· 35・30年間100％出席　　中原君　芝﨑君

· 米山マルチプル表彰　　　梅本君　紺箭君

· 花火大会お世話になり　　　　芝﨑千美様

· 山陽花火大会無事終了　　　　　　紺箭君

· 息子出演の演劇を観て　　　　　　西丸君

· 北欧３カ国巡り　　　　　　　　　三口君

· 欠席お詫び　　　　　　　梅本君　三口君

　　　　　　　　コイン　2,988円

　　　SMILE-BOX合計46,988円

　　　　　　　累　計　543,560円



	（録音）　　　　　　　法隆寺にて　　　　　　　　　　　　　
　　嶋村健児

去る９月２２日土曜日（秋分の日）、月に一度の出張中に一日の余暇
が出来たのでかねてより念願であった、奈良、法隆寺を訪ねた。
柿食えば鐘が鳴るなり法隆寺　　　　　　　　正岡子規
数ヶ月前ある雑誌で柿の木について興味在る記事を目にした。

「在る地域の里には家々の庭に柿の木が植えてある。その家に死人が出
ると柿の木を薪にして荼毘の燃料にした。枝は骨を拾う箸とした。因っ
て、家の続く限りこの里の家々に柿の木の耐えることはなかった」とあ
る。随分昔の日本の風土話と思うのだが「柿とお寺」の関係は、人口に
膾炙されるこの名句を理解するために必要と考えての法隆寺である。

壮大な敷地に荘厳な建物を配し尚、静謐を保つ法隆寺は将に彼岸のもの
かと思われた。

柿の木が人の終末を見届けるものであるならば実は人の生き様の結実
であろう。鐘の音が誰にでも来るその時とするならば、子規のこの句は、
自身の一生を予感したもののように私には思えた。　
　　門前の茶屋で食べた茶粥は、亡母がよく作ってくれたものと同じであっ
た。彼岸の中日に供養も出来た。心豊かな一日となった。

豊かなる冷やし茶粥や秋彼岸　　　　　　　　健嗣

	　　　　

（先週のMake―Up）
　11月11日(日)　会員セミナー　　小野君　木内君
（先週の欠席者）
　　浅井君　岸田君　岸本君　中島君　弘山君　
　　古川君　眞﨑君　山元君　山根君
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	先週の残食　　０
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